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　　The goal of this paper is to explore a possibility for introducing Extensive Listening to the unified curriculum 
for liberal arts English at Gunma University.　In Chapter 1, we review what we have dealt with development of 
liberal arts English at Gunma University with a paricular focus on Extensive Reading, and discuss the importance 
of out-of-class study for English learning.　In Chapter 2, we define Extensive Listening and investigate its 
befenits based on earlier studies, and a possibility is discussed for introducing Extensive Listening to our unified 
curriculum.　In Chapter 3, we report the results of a questionnaire that asked English-majoring students of the 
School of Education for their opinions about Extensive Listening and Reading.　The results suggest that those 
students whose proficiency is estimated as relatively high due to belonging to the English major feel that Exten-
sive Listeing as well as Reading is useful and effective for their learning of English.　Finally, in Chapter 4 we 
discuss teaching materials towards introducing Extensive Listeing to our unified curriculum, and in Chapter 5 we 
conclude the paper. (Chapters 1, 2, and 4 were written by the first author, Chapter 3 by the second author, and 
Chapter 5 by both.)
１．序論
1.1．多読について
　平成 23 年度以降、群馬大学理工学部教養英語の授業では、大学教育センタ （ー旧、教育基盤センター）所
属の英語教員のリーダーシップのもと数々の改革が行われ、習熟度別クラス制、クラス規模の縮小、共通教
科書、プレイスメント・テスト、アチーブメント・テスト、共通カリキュラムなどが導入されてきた。理工
学部共通カリキュラムでは、1 年次に週 2 回の教養英語の授業が組み入れられ、リスニング授業（英語 A）
とリーディング授業（英語 B）に分かれて、後者では多読（Extensive Reading）が全クラスで課された。こ
れらの取り組みの成果は、統一英語試験（TOEIC-IP）の結果の伸びとして表れた（飯田，2016：63，94）。
　この成果をもとに、平成 29 年度から、教養英語共通カリキュラムが教育学部にも導入された。平成 32 年




キュラムでは、教科書や成績判定を全クラスで統一し、1 年次にリーディング授業（英語 R）、2 年次にリス










30 万語の読書語数であり、TOEIC で多読の効果を検出できるのも年間 30 万語の読書語数である（西澤、他，
2008：2-3）。しかし、1990 年代、および 2000 年代に採択数上位にあった中学校教科書 3 年分（New Horizon 
1, 2, 3）の延べ語数が、それぞれ 9,440 語、7,128 語であり、高等学校で採択数上位にあった教科書（Unicorn 
1, 2, Unicorn Reading）の延べ語数が、それぞれ 46,118 語、41,112 語であった2。つまり、大学 1 年生はこれ
までの中高 6 年間の授業内で延べおよそ 5～6 万語の英文に触れた経験しかなく、100 万語の目標設定は、彼 /
彼女らにとってまさに未知の領域であろう（長谷川・中條，2004：147）。
　群馬大学理工学部の教養英語共通カリキュラムは、平成 23 年度以来、多読目標語数を少しずつ増やして
いる。報告書（飯田，2016：16）によれば、平成 25 年度の目標語数は、前期 7 万 500 語（4,700 語× 15 週）、
後期 12 万語（8,000 語× 15 週）であった。平成 28 年度には、前期 10 万語（約 6,700 語× 15 週）、後期 16
万語（約 10,700 語× 15 週）に増加した3。さらに、豊田工業高等専門学校の実践報告（西澤、他，2008）を
受けて、平成 29 年より理工学部、教育学部ともに、共通カリキュラムでは、半期で 15 万語（10,000 語×
15 週）の多読を課し、年間で 30 万語達成をめざす4。
　群馬大学図書館は様々な出版社の多読用図書（Graded Readers）を 5 段階にラベル分けして備えており、
2016 年 12 月現在、その数は中央図書館（荒牧キャンパス）で 14,570 冊、理工学図書館（桐生キャンパス）
で 4,817 冊、医学図書館（昭和キャンパス）で 3,990 冊である5。学生は自分の好みに合わせ、自分のペース
で本を借り、1 冊読み終わるごとに Moodle と呼ばれる e ラーニングプラットフォーム上で本の内容に関す
る質問に答える（The Moodle Graded Reader Quiz module）。各自の読了語数は Moodle 上で加算され、教員





年度の教養英語共通カリキュラムに関してだけでも、全 28 クラス、約 730 名に上る（理工学部 1 年生 20 ク








ている。学生用ハンドブックでは、半期 15 万語の目標読語数に達するため、1 週間に 1 万語前後を読むよ
う勧めている（3,000 語強の図書を 3 冊程度）7。半期 15 週で 15 万語に達する見込みである。理工学部の学
生については、ALCNetAcademy 2 スーパースタンダードコースを使用してリーディングスピード（Words 
Per Minute）を計測しており、平成 25 年度は、4 月期に毎分 147 語、7 月期 172 語、1 月期 167 語であった（飯
田，2016：58-59）。ここから、学生たちが毎分約 150 語のペースで読書を行うと仮定すると、半期（15 週）
で 15 万語の目標語数に達するには 1,000 分（約 17 時間）の読書が必要になり、1 週間に 67 分、1 日におよ
















る調査研究について」によると、大学 1～3 年生が授業の予習・復習などに費やす平均時間は週 5 時間にす
ぎず、必要な予習や復習をしていると自任している学生についても、週 11 時間以上の予習や復習などを行っ














　リスニング授業における多聴の必要性は、『群馬大学理工学部教養英語教育実践報告平成 23 年～25 年度』



























また、Haginoya（2013：13-14）や Holden（2008：304）は、酒井（2002）の提唱した SSS 方式（Start with 
Simple Stories）ならびに、Day & Bamford（1998）が提唱した多読の「10 の秘訣」を多聴に応用すること













dya & Farrell（2010：53）によれば、初心者レベルの EFL（English as a Foreign Language）学習者は、比較
的ゆっくりしたスピーチでさえ、非常に速い、または速すぎると感じる。Haginoya（2013：13-14）によれば、
同じ Graded Readers のテクストについて、読むよりも聴き取るほうが難しく、学生が 90％の語彙を聴き取









どは興味を持っていない（ただし、彼の実践で対象となったのは、TOEFL スコア 400-439 点の中級レベル


























2 名により報告されている（Hoogenboom & Keith，2015）。対象となったのは、理工学部 1 年生の最上級 2
クラス（各 25 名）と教育学部英語専攻 1 年生の 15 名であり、皆、中級レベルの英語使用者である。彼らは
学期中、毎週、自ら選択した Voice of America Learning English programs の音声ファイルまたは Graded 
































　表 1 の 18 項目について調査を実施した。
　今回は表 1 の呈示順 1, 3, 6, 8, 9, 10, 12, 15, 17, 18 の項目に焦点を当て、結果を報告する。




1 英語の「読む」技能について自信はありますか？ 7 段階評価
2 英語の「読む」技能を向上させるためにどのような取り組みをしていますか？できる限り多く答えてください。 自由記述
3 英語の「読む」技能を向上させる最も良い方法は何だと思いますか？ 自由記述
4 「精読」（Intensive Reading）という言葉を聞いたことはありますか？ 二択
5 「精読」とは何ですか？（「精読」という言葉を聞いたことがないと答えた人は「x」（アルファベットのエックス）と記入して次へ進んでください） 自由記述








10 英語の「聞く」技能について自信はありますか？ 7 段階評価
11 英語の「聞く」技能を向上させるためにどのような取り組みをしていますか？できる限り多く答えてください。 自由記述
12 英語の「聞く」技能を向上させる最も良い方法は何だと思いますか？ 自由記述
13 「精聴」（Intensive Listening）という言葉を聞いたことはありますか？ 二択
14 「精聴」とは何ですか？（「精聴」という言葉を聞いたことがないと答えた人は「x」（アルファベットのエックス）と記入して次へ進んでください） 自由記述










②多読と多聴の浸透度合い（項目 6 と 15）を比較し、多聴の方が浸透していないかどうか調べる。また、「読
む」と「聞く」の技能を向上させる最良の方法（項目 3 と 12）を比較し、それぞれ多読と多聴がどれほど
挙がっているか調べる。もし多聴の方が多読よりも浸透しておらず、だが多聴が「聞く」技能向上の最良な
方法であることが分かれば、教養英語への多聴導入の重要性が見出せる。③多読と多聴の有用性をどの程度
感じているか（項目 8 と 17）を比較し、同程度であるかどうか調べる。もしそうであれば、多聴が多読同
様に有用であることが分かり、教養英語への多聴導入の動機づけを見出せる。また、多読と多聴の利点と弱
点（項目 9 と 18）を比較することで、教養英語へ多聴を導入した際の問題点を事前に把握することができる。
3.3．手続き







　統計ソフト R を用いて統計分析をした。検証対象①「読む」と「聞く」の技能に対する自信（項目 1 と
10）は、被験者内分析になるため、ランダム効果付きの順序ロジット関数（ordinal というパッケージ内の
clmm 関数）を使って比較した。独立変数として「読む」と「聞く」という二水準をもつ条件を設定し（中
心化によってエフェクト・コーディングをした）、従属変数は順序尺度である、調査項目 1 と 10 の回答（7
段階評価値：1＝全く自信がない～7＝非常に自信がある（4＝どちらともいえない））であった。検証対象
②多読と多聴の浸透度合い（項目 3 と 12）は、こちらも被験者内分析となるため、一般化線形混合モデル
（lme4.0 というパッケージ内の glmer 関数）を使って比較した。独立変数は上記同様で、従属変数は二値尺
度である、調査項目 3 と 12 の回答（「はい」または「いいえ」）であった。両分析とも、ランダム効果とし
て調査協力者のみ（ランダム切片だけでランダムスロープなし）を入れた最も簡素なモデルを採用した。以
下、結果については推定値（estimated coefficient, β）、標準誤差（Standard Error, SE）、z 値（z value, z）、p
値（p value, p）を報告し、p 値が .05 よりも小さい場合に当該の差が統計的に有意であることとする。
3.5．結果と考察
　まず検証対象①について、「読む」技能に対する自信評価の平均値が 4.6（標準偏差 1.1）、「聞く」技能に
対する自信評価の平均値が 4.1（標準誤差 1.4）であった。統計分析の結果、有意差が確認された（β = －0.5321, 








察されなかった（β = －9.476, SE = 1149.330, z = －0.008, p = .993）。ただ、数値的に見れば、多聴という言葉




名中 40 名、項目 12 では「多聴」に関わる回答が 60 名中 32 名と、半数以上の英語専攻生が多読に加えて、
多聴の重要性を認めている。
　最後に検証対象③について、多読という言葉を聞いたことがある者で多読は英語学習に役立つと答えたの
は 60 名中 58 名（項目 8）、多聴という言葉を聞いたことがある者で多聴は英語学習に役立つと答えたのは
40 名中 40 名（項目 17）であった。これは多読あるいは多聴を経験した学習者のほとんどがそれぞれの有効

































4.1．CD 付あるいは音声ファイル付の Graded Readers











　また、多読同様、The Moodle Graded Reader Quiz module を用いることで、教員による多聴のチェック体
制を比較的容易につくることができる。CD・音声ファイルを聴いた学生が Moodle 上で質問に答えること







・Oxford Dominos with CD-Rom/DVD-Roms (Oxford University Press, 75 titles)
・Dolphin Readers with CDs (Oxford University Press, 40 titles)
・Oxford Classic Tales with CDs (Oxford University Press, 30 titles)
・Oxford Read and Discover with CDs (Oxford University Press, 50 titles)
・Penguin Readers with CDs (Pearson Longman, 310 titles)
・Penguin Active Reading with CD-Roms (Pearson Longman, 85 titles)
・Cambridge English Readers with CDs (Cambridge University Press, 84 titles)
・Cambridge Young Readers : Factbooks with CDs (Cambridge University Press, 22 titles)
・Macmillan Readers with CD-Roms (Macmillan Languagehouse, 115 titles)
・Scholastic ELT Readers with CDs (Scholastic, 19 titles)
・Scholastic Readers with CDs (Scholastic, 131 titles)

















週に 1 度、当該 7 日分の Web 時事ニュースから抜粋して、リスニングテストを行うことが考えられる。た
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説明を受けているかプリントを配布されている。したがって、1 年生対 2～4 年生の比較は興味深いところではあるが、今
後の課題としたい。
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